


事業概要
1. 期間

開始 ：２０２２年１２月
終了 ：２０２７年３月

2. 最終目標
・ P2Gシステムから生成される水素・酸素を用いた半導体用産業向け石英ガラス製造工程の脱炭素化
・ 大規模P2Gの東北地方への適用および総合的な経済性を追求する運転システム（EMS）の開発導入
・ マルチパーパスな地域水素ロジシステム開発

3. 成果・進捗概要
・ P2Gプラントの設置に必要となる機器格納庫、機器類の据付を実施するための詳細設計が完了

2026年夏頃から順次、水電解装置をはじめとする、実証に必要な機器類の搬入を予定
・ バーナー設計と制御技術開発のために、具体的な品質評価方法・バーナー・装置についての概略

設計及び計画作成が完了し、バーナー等の資材について調達手配を開始
・ トレーラー庫建築物・高圧ガス設備据付完了
・ N:Nロジシステムソフトウェア試運転終了、現時点で予定通り進捗
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◆研究開発の目標と目標設定の考え方
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2 ．研究開発マネジメントについて

根拠実施内容研究開発目標

・国内において10MW以上の水電解装置と産業利用及
び周辺需要家への水素配送のドッキングを行った例は存
在しない

・特別高圧需要家（66kV以上）1万件のうち、10MW
級の水電解装置が必要となる程度の熱需要である
10ton/hの蒸気を必要とし、かつ再エネの導入による出
力抑制が生じている地域に位置するという条件を満たす需
要家においては、GXに向けてP2Gシステムを導入するメ
リットが非常に大きいため、該当する需要家数が10件程
度存在すると想定

石英ガラス製造に適合するオンサイト形
10MW級P2Gシステムの技術開発

東北地方の気候、電力網の運用実態
に適合するP2Gシステムの技術開発

電力系統の大きな余剰電力と、場内の
ＰＶ電力を包括して扱うＥＭＳの技術
開発

研究開発目標[1]

グリーンイノベーション基
金事業の成果によるス
ケーラブルなP2Gシステム
による東北地方への適用
実証
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2 ．研究開発マネジメントについて

根拠実施内容研究開発項目
・石英ガラス業界において、製造工程にグリーン水素を導
入し、脱炭素化した例はなく、且つ再生可能エネルギー由
来のグリーン酸素の導入もない。サプライヤーを含めた脱炭
素活動はまだ初期段階であり、脱炭素技術を構築した先
行対応者が競争力を獲得できる状況にある。

・半導体製造装置の需要拡大予測に追従して、石英ガラ
ス需要の増大することを予測している。石英ガラス製品の
マーケットは直接納入分野をターゲットとしている。

・石英ガラス産業は韓国や台湾など海外メーカーとの競争
環境にあり、将来的に競合他社が追従してグリーン水素を
導入することが予想され、グリーン水素需要の拡大に寄与
することになるが、本研究開発におけるグリーン酸素の同時
利活用は、脱炭素をさらに高次に発展させるものであり、
水素・酸素を使用する産業にとっては最良のシステムである。

P2Gシステムと半導体産業向け石英ガ
ラス製造工程用水素・酸素併給バー
ナーとの融合を目的としたバーナーの設
計と制御技術開発及び実証

研究開発目標[2]

半導体産業向け石英ガ
ラス製造工程の脱炭素
化

◆研究開発の目標と目標設定の考え方
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根拠実施内容研究開発項目

・高圧ガスにおけるN：Nロジスティクスシステムはまだない。
P2Gの高圧水素製造における複数拠点の監理についてス
マート保安を適用した例はない。200 気圧のトレーラーが
市場を寡占している。小規模需要家群へのエネルギー供
給ネットワークによる脱炭素化は、地域創生につながる自
治体の取り組みとの連携が必要である。

・N:N搬送システムを構築することにより、不足するドライ
バー対応や、連続して使用できる水素量を大幅に増やすこ
とで市場を獲得する。なお、現に産業用に流通している水
素にも同じ期待がかかるので、エネルギー分野に限らず競
合の置き換えで需要を創造することができる。特に東アジア
域においては地域におけるエネルギー供給網の強化のため
に本取組の地産地消モデルの使用先として適地となる。

地域水素ロジシステムの開発・実証

研究開発目標[3]

マルチパーパスなＮ：Ｎ
の水素流通システムの
経済圏内運用実証

2 ．研究開発マネジメントについて
◆研究開発の目標と目標設定の考え方
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根拠実施内容研究開発項目

・国内において10MW以上の水電解装置と産業利用の
ドッキングについてはまだ例がなく、かつ、水素・酸素併給利
用についてもまだ実現されていない。今後GXを進めていく
上で中核工場には必要な組み合わせである。

・中核工場に代表される電子機器・情報機器製造・精密
機器・化学・硝子については、水素と酸素ともに大量に使
用されている。直近ではこれら工場は日本の主要産業であ
るため第一ターゲットとなる2030年のカーボンハーフに向け
て導入が加速すると予想される。

・国外からの水素供給システム付き水電解装置が輸入さ
れる可能性はあるが、国内技術の熟成により、競争力を持
たせる。

P2Gシステムから生成される水素のオル
タネイトシステム工場利用マルチ圧力出
荷設備の開発・実証

水電解酸素の精製利用の開発・実証

高度な熱利用領域への品質管理され
た水素・酸素併給システムの開発・実
証

研究開発目標[4]

高度な熱利用分野であ
る石英ガラス分野におけ
るオンサイト型大規模Ｐ
２Ｇシステムによる水
素・酸素併給システムの
開発

2 ．研究開発マネジメントについて
◆研究開発の目標と目標設定の考え方
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水素・酸素
低圧ガス
受入設備

水素ガストレーラー庫

◆ガス設備据付進捗状況

水素圧縮機

３．研究開発成果（25年度進捗）について
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３．研究開発成果について
◆外部発表・広報の取り組み
★ 福島県再生可能エネルギー関連産業推進研究会 令和5年度 第1回水素分科会講演

日付：2023/7/19 参加機関：巴商会、ヒメジ理化、山梨県企業局

★ 福島国際研究教育機構 市町村（田村市）座談会に招待頂き出席。理事長、他関係者に対して田村水素地域モデルの事業説明、意見交換を実施
日付：2023/8/29 参加機関：ヒメジ理化

★ 第12回ふくしま再生可能エネルギー産業フェア（REIFふくしま2023）へのブース出展及び福島水素セミナー講演
日付：2023/10/12-13 参加機関：山梨県企業局

★ 第13回ふくしま再生可能エネルギー産業フェア（REIFふくしま2024）へのブース出展及び福島水素セミナー講演
日付：2024/10/17-18 参加機関：山梨県企業局

★ H2&FC EXPO-水素・燃料電池展へのブース展示
日付：2025/2/19-2/21 参加機関：巴商会、山梨県企業局

★ 第14回ふくしま再生可能エネルギー産業フェア（REIFふくしま2025） へのブース出展および水素普及促進座談会 取り組み発表
日付：2025/10/16-10/17(ブース出展) 参加機関：山梨県企業局
日付：2025/10/17(展示会) 参加機関：ヒメジ理化

★ 第8回 福島県における水素社会のモデル構築に向けた産学官連携会議 取り組み発表
日付：2026/2/2 参加機関：ヒメジ理化

★ H2&FC EXPO-水素・燃料電池展へのブース出展
日付：2026/3/17-3/19 参加機関：巴商会、山梨県企業局







21

◆事業化に向けた課題と取り組み
４．今後の見通しについて

対応方針今後の課題項目
既往の実証試験の成果を動員しての管理技術の確立高効率・高耐久システム維持

P2Gシステム技術開発

P2Gを適材適所の電力需要として配置し、系統の要請にも対
応した運転手法を確立することで再エネ発電抑制を低減再エネ電源への投資促進

開発したエネルギーマネージメントシステムを用い電力網に調整
力の供給を常用化していく。電力需給調整市場との連携

実証施設を用いた普及啓発活動の実施水素エネルギーの社会受容性の向上

実証を通じて連続運転技術を確立し、通年で供給可能なサイ
トに発展させていく

実証を通じて構築した施設を用い、安定したグリーン水
素供給源として活用することで、福島新エネ社会構想に
おける水素社会実証地域モデルの形成に貢献グリーン水素

CIモニタリングの実施グリーン水素の価値を顕在化
水分含有度に応じた品質評価の実施
製品純度及び外観等の品質評価の実施

半導体産業の純度・外観品質要求に対するグリーン水
素を用いた製品の品質適合

高度熱利用 想定される不具合リスクへの設計対応
水分除去構造設計、ガス吐出断面積の最適化
熱流体解析によるシミュレーション等

グリーン水素の石英ガラス製造工程に対する生産性、
耐久性への適合

内容項目
オンサイト水素、酸素供給による輸送コストカットで製品コスト低減に寄与（1）経済的効果
水素、酸素をオンサイトで同時利活用する本技術は、脱炭素を高次に発展させた国産技術となり半導体製造装置
部材の国際競争力の獲得に貢献（2）技術的効果

グリーン水素を活用した内陸部産業の脱炭素モデルとしてエネルギーの地産地消に貢献（3）社会的効果
水素関連技術の社会実装を推進している地元大学等から積極的に人材を採用し、将来的な本事業の担い手として育成
する方針（4）人材育成

◆顕著な経済・技術・社会的な効果、人材育成の取り組み等



経済産業省殿、
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術
総合開発機構（NEDO）殿の
御支援に感謝申し上げます。


